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≪み手のなかで≫

陶 工 の 手

司祭　木 下 量 熙

　
こ
の
数
年
の
間
に
妻
が
急
に
病
弱
に
な
り
、

突
然
の
大
不
況
で
子
ど
も
の
失
業
の
心
配
が
出

る
し
、
大
病
に
罹
ら
な
く
て
も
自
分
の
加
齢
と

共
に
健
康
状
態
も
気
が
か
り
で
あ
る
。
す
る
と

愚
か
な
も
の
で
、
心
を
占
め
る

こ
と
は
〈
自
分
〉
の
こ
と
だ
け

で
、
過
去
や
遠
方
の
戦
争
や
自

然
災
害
も
気
に
か
か
ら
な
く
な

る
か
ら
恐
ろ
し
い
。
い
と
小
さ

き
者
や
友
の
た
め
に
命
を
捨
て

る
友
愛
精
神
に
比
べ
我
が
身
が

罪
に
呪
縛
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

自
己
嫌
悪
に
陥
る
。
こ
う
い
う

時
に
は
、
自
ら
が｢

陶
工
の
手｣

(

エ
レ
ミ
ヤ
18
・
６)

の
中
に
あ

る
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
最
悪
の
自

立
自
存
に
な
っ
て
い
る
。

　
近
年
の
社
会
は
〈
自
己
〉
中
心
で
あ
っ
て
、
人

間
の
生
存
全
体
も
人
間
を
導
く
規
範
も
神
の
み
手

の
中
に
あ
る
と
の
思
い
が
傍
ら
に
押
し
や
ら
れ
て

い
る
。｢

な
ら
ぬ
こ
と
は
な
ら
ぬ
も
の
で
す｣(

会

津
藩
・
日
新
館
の
什
の
掟)

を
真
に
教
え
る
真
の

神
の
姿
が
薄
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
人
間

は
、
見
か
け
で
は
自
分
の
人
生
の
自
己
決

定
権
を
持
つ
強
い
人
間
に
な
っ
た
か
も
し

れ
な
い
が
、
人
間
の
被
造
性
・
有
限
性
を

忘
れ
、
神
の
み
手
の
中
に
し
か
な
い
真
実

の
安
ら
ぎ
を
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
　

　
神
の
み
手
の
中
に
憩
う
こ
と
は
、
悟
り

の
境
地
で
は
な
い
し
、
無
力
感
や
責
任
回

避
の
表
明
で
も
な
い
。
牧
者
で
あ
り
陶
工

で
あ
る
神
は
人
間
を
集
め
治
め
人
間
を
裁

か
れ
る(

エ
ゼ
キ
エ
ル
20
・
32
～
38
）
。

神
の
こ
の
絶
対
的
自
由
の
中
に
生
き
る
信

仰
こ
そ
が
、
日
毎
に
我
々
に
慰
め
と
勇
気

を
与
え
謙
遜
を
生
み
出
し
愛
の
源
泉
と
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
千
住
基
督
教
会
勤
務
）
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２２（日）降臨節前主日

主教巡回　清瀬聖母教会

光の礼拝（主教座）

城南Ｇ教会協議会（聖アグネス）

２３（月・休） 第１０９(定期）教区会

２４（火）銀座朝祷会

教財務サービス委員会

主教選挙特別委員会

２５（水）教区教役者聖餐式（主教座）

２６（木）環状Ｇ牧師協議会（立教）

２７（金）教区企画室

主教座聖堂活動委員会

２８（土）人権委：祈りの会　（聖バルナバ）

山手Ｇ光の礼拝　（聖十字）

２９（日）降臨節第 1主日

主教巡回　目白聖公会

下町Ｇ教会協議会（聖ルカ）

環状Ｇ教会協議会（清瀬）

１２月

　３（木）月島・準備室

　４（金）エ教区協働委員会

　５（土）正義と平和協議会・シンポジウ

ム　（聖ヨハネ）

今週・来週 の 予 定

　１１月２２日～１２月５日

◇
11
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
笹
島
キ
リ
ス
ト
教
連
絡
会
の
た
め

▽
滝
乃
川
学
園
の
た
め
▽
障
害
者
週

間
の
た
め
（
８
～
14
日
）
▽
人
権
活

動
を
支
え
る
主
日
（
11
月
最
終
主
日

11
・
29
）

◇
堅
信
受
領

11
月
15
日
　
神
田
キ
リ
ス
ト
教
会

▽
米
山
　
秀
（
神
田
）

11
月
15
日
　
神
愛
教
会

▽
守
中
光
邦
（
神
愛
）

◆
と
こ
し
え
の
平
安

11
月
12
日
　
大
越
　
光
代
　（
89
）三

光

11
月
13
日
　
磯
合
　
朋
子
　（
48
）

聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

　
▽
ナ
ザ
レ
修
女
会
黙
想
会
　
主
の

ご
降
誕
を
迎
え
る
心
の
準
備
…
。11

月
26
日
（
木
）
10
時
半
か
ら
同
会
聖

家
族
礼
拝
堂
で
。
講
師
は
浦
地
洪
一

司
祭
（
京
都
教
区
・
退
職
）
。
携
行
品

は
祈
祷
書
・
昼
食
。照
会
℡
０
４
２
２

（
48
）
４
５
６
０
。

　
▽
み
ん
な
で
つ
く
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
　
外
濠
グ

ル
ー
プ
と
教
区「
障
が
い
者
」関
連
活

動
委
員
会
共
催
、
信
仰
と
生
活
委
員

会
後
援
。
12
月
５
日
（
土
）
13
時
20

分
～
16
時
、
目
白
聖
公
会
で
。「
互
い

の
個
性
を
み
と
め
あ
い
参
加
者
も
主

催
者
も
と
も
に
パ
ー
テ
ィ
を
造
り
あ

げ
る
」趣
旨
が
浸
透
し
て
９
回
目
。参

加
費
５
百
円
・
定
員
50
人
、申
込
締
め

11
月
28
日
、
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会
宛
＝

℡
03
（
３
２
６
８
）
８
０
６
７
。

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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◇
第
１
０
９
（
定
期
）
教
区
会
明
日
開

催
　
明
11
月
23
日
（
月
・
休
）
、
９

時
か
ら
の
聖
餐
式
（
主
教
座
聖
堂
）
を

も
っ
て
秋
の
定
期
教
区
会
（
聖
ア
ン
デ

レ
ホ
ー
ル
）
が
開
催
さ
れ
る
（
議
長
・

植
田
仁
太
郎
教
区
主
教
）
。

　
秋
期
教
区
会
で
は
主
に
次
年
度
の

諸
活
動
計
画
と
教
区
予
算
が
審
議
さ

れ
る
が
、
こ
こ
数
年
の
教
区
内
の
動

き
に
合
わ
せ
た
関
連
議
案
も
提
出
さ

れ
る
。
来
年
度
予
算
案
で
は
、
教
区

予
算
の
大
多
数
を
占
め
る
人
件
費
関

連
で
、
教
役
者
の
俸
給
が
若
干
減
額

さ
れ
人
数
の
増
加
に
よ
る
予
算
増
を

抑
え
る
処
置
が
さ
れ
て
い
る
。
教
区

費
分
担
金
制
度
を
検
討
す
る
特
別
委

員
会
の
設
置
案
も
提
案
さ
れ
る
。
現

在
の
分
担
金
制
度
に
な
っ
て
か
ら
長

年
が
経
過
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
整
が

必
要
、
と
判
断
さ
れ
て
の
こ
と
。

　
そ
の
ほ
か
月
島
聖
ル
カ
保
育
園
の

関
連
議
案
が
４
本
提
出
さ
れ
る
。
園

舎
老
朽
化
に
伴
う
一
連
の
検
討
作
業

を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
同
園
の
存
立

と
月
島
聖
公
会
の
宣
教
活
動
を
よ
り

近
づ
け
る
た
め
の
提
案
。
さ
ら
に
教

区
会
細
則
の
改
正
が
２
本
提
出
さ

れ
、
宣
教
師
の
教
区
会
議
席
の
持
ち

方
に
つ
い
て
の
明
確
化
と
、
信
徒
代

議
員
の
補
欠
増
員
が
提
案
さ
れ
る
。

　
教
役
者
議
員
42
人
、
聖
職
候
補

生
・
伝
道
師
６
人
、
信
徒
代
議
員
71

人
の
ほ
か
、
番
外
議
員
ら
も
出
席
。

書
記
に
は
春
期
と
同
様
、
李
民
洙
司

祭
と
中
村
淳
執
事
が
当
た
る
。

常
置
委
員
会
（
臨
時
）
報
告

　
　
　             
（
11
月
10
日
）

＊
第
１
０
９
（
定
期
）
教
区
会
提
出

議
案
を
精
査
、
以
下
の
件
を
検
討
。

＊
２
０
１
０
年
度
教
区
予
算
案
。

＊
教
区
費
分
担
金
方
法
を
検
討
す
る

新
た
な
委
員
会
の
設
置
。

＊
主
教
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
そ
っ
て
月
島

に
お
け
る
宣
教
強
化
の
た
め
、
月
島

聖
ル
カ
保
育
園
関
連
議
案
。

＊
教
区
会
細
則
の
一
部
変
更
。

＊
そ
の
他
。

正
義
と
平
和
協
議
会
運
営

委
員
会
報
告
　
　   

　
（
11
月
９
日
）

＊
活
動
団
体
等
の
近
況
諸
報
告
。

＊
『
協
議
会
便
り
』
を
教
区
会
に
合

わ
せ
て
発
行
す
る
進
捗
確
認
。

＊
12
月
５
日
開
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

並
び
に
協
議
会
の
準
備
。

＊
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上

げ
に
つ
い
て
の
協
議
。

＊
聖
公
会
生
野
セ
ン
タ
ー
の
公
的
な

窓
口
に
つ
い
て
の
確
認
、
協
議
。

＊
そ
の
他
。
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
32

　
第
２
回
将
来
計
画
担
当
者

   

意
見
交
換
会
を
終
え
て

　
教
区
企
画
室
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

教
会
・
礼
拝
堂
が
現
状
を
見
つ
め
、

将
来
に
向
け
て
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
計
画
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
つ
い
て

知
り
合
う
た
め
の
意
見
交
換
会
を
今

年
１
月
に
開
催
し
た
。

　
財
政
的
な
問
題
に
つ
い
て
み
る
と
、

現
有
の
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め

に
は
抜
本
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
の

認
識
の
も
と
、
「
教
区
全
体
と
し
て
の

教
会
の
配
置
や
、
あ
る
程
度
の
規
模
の

教
会
に
す
る
た
め
の
合
併
や
移
転
を
積

極
的
に
考
え
て
も
よ
い
と
い
う
地
盤
は

あ
る
」
と
の
回
答
も
あ
っ
た
。
一
方
、

財
政
的
に
支
援
さ
れ
て
い
る
教
会
の
方

が
そ
れ
ほ
ど
シ
ビ
ア
に
受
け
止
め
て
い

な
い
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
た
。
一
概

に
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
元
気
で
余
裕

が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
大
き
い
教
会
の

方
が
、
じ
つ
は
課
題
に
迫
ら
れ
、
現
状

を
見
据
え
ざ
る
を
得
な
い
状
況
な
の
か

も
し
れ
な
い
と
思
わ
せ
ら
れ
た
。
ど
こ

か
が
決
め
れ
ば
動
き
出
す
も
の
で
あ

る
は
ず
も
な
い
の
で
、
各
教
会
が
自

律
的
に
元
気
に
な
る
た
め
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
と
解
決
策
を
見
つ
け
る

き
っ
か
け
を
何
と
か
作
り
た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
今
回

の
第
２
回
意
見
交
換
会
で
は
、
前
半

部
で
、
主
日
礼
拝
平
均
出
席
者
数
に

よ
っ
て
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ど

の
教
会
も
遭
遇
し
つ
つ
あ
る
高
齢
化

の
問
題
を
入
り
口
に
、
教
会
の
在
り

方
と
、
何
が
出
来
る
か
を
考
え
よ
う

と
し
た
。

　
あ
る
教
会
で
は
百
周
年
を
機
に
百

年
宣
言
を
し
て
、
課
題
と
取
り
組
み

の
焦
点
を
絞
ろ
う
と
し
た
。
ま
た
、

集
ま
っ
て
来
た
人
た
ち
に
ど
う
教
会

に
入
っ
て
も
ら
う
か
に
つ
い
て
工
夫

し
て
い
る
教
会
や
、
具
体
的
に
地
域

に
役
立
つ
こ
と
を
考
え
て
い
る
教
会

が
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
が
、

そ
の
特
性
に
よ
っ
て
工
夫
し
、
ア
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
で
活
気
が
生
ま
れ
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
話
し
合
い

を
通
し
て
、
相
互
理
解
が
深
ま
り
、

必
要
に
応
じ
て
問
い
合
わ
せ
る
関
係

も
で
き
て
き
た
よ
う
だ
。

　
最
後
に
、
主
教
か
ら
「
地
域
の
人

に
届
か
な
け
れ
ば
伝
わ
ら
な
い
。
そ

れ
に
は
、
私
た
ち
が
い
ま
持
っ
て
い

る
も
の
に
注
目
し
て
進
も
う
」
と
の

奨
励
を
受
け
た
。

       

教
区
企
画
室
委
員
　
小
野
　
翠


